
時を超え未来からの使者が

舞い降りてくる聖域な空間が誕生‼

ひらかわ産婦人科医院

現在の産科医不足は、分娩に伴う医療訴訟の問題や出生数
の低下などにより、全国的にその声が叫ばれて久しい。
開業医の高齢化や後継者

不足などにより、一層産科
の廃院減少に歯止めがきか
ない状況を呈してきている。
（・・・最後面に続く）

－診療理念－

“私たちスタッフは
全ての女性の味方です“

ひらかわ産婦人科医院
院長 平川 東望子

と も こ

『平川先生が考えている診療理念なるものを
教えていただけませんか？』と。平川先生に出
会って暫くして私はお願いしました。すると文
書で即座に帰ってきた返事が上記の理念です。
私は正直言って、こんなに言葉の重みが凝縮
された含蓄のある表現は今まで聞いたことがあ
りませんでしたので、感動してしまいました。、
即『それでいきましょう！』と、一つ返事で賛
同致しました。
一般的にそうですが、理念とは企業（起業）
にとっての拠り所であり、今回の計画は平川東
望子先生のこの一言に尽きると思うのです。
“全ての女性の味方です”とは、サクセスが
お手伝いした最大の目的でもありますので、本
当にありがたい理念であると思っているのです。

ひらかわ産婦人科医院待合室

２０２０年
１１月２４日

OPEN！８７０－０２５４ 大分市横塚２丁目４－５



平川先生と当社との初めての出会いは、2019年の夏の暑い日でした。初めて朝９時に問い合わせを確認し、２時間後には自宅で初対面でした。
『反応早すぎてすいません』と私が言うと、平川先生は『いや私は美容院で待たされるのが大嫌いなの』という会話が印象的でした（笑）
お義父様も含め様々な関わりの中で、くまがい産婦人科との今回の承継により、地域医療を支えて頂いています。こんな大きな話に即決された
先生は、ありがたくも現在、大分市大在の地域で孤軍奮闘をされておられます。



１０人が見て、９人が親しみを持てる外観。くまがい産婦人科と地域の患者さまとの絆が刻まれた築２８年の建物。平川医師による大掛かりなリフォー
ム計画は、一瞬で今の外装デザインが閃きました。正面から見た、まるで教会を思わせるようなシンメトリーなコントラスト。弊社と施工業者と、一級
建築設計士の間に一切の妥協はなく、驚くほどなシンボリックな外観へと生まれ変わりました。基本的な建物がＲＣ構造（コンクリート造）のため、患
者様の安全と不安に心配はなく、今後とも地域の皆様に広く慕われていくことでしょう。



天井にアーチをトリミングした待合室。不安を抱えた妊産婦様達にとって、心からの安心と安らぎを提案しています。
コロナ禍における患者さまへの配慮。従前の待合室の姿から一新し、パブリックなスペースを木の温もりとエレガント
さで、柔らかなファニチャーとのコーディネートが、患者様や妊婦様の不安を取り除きます。



新患の患者様の些細な悩みにも対応できる問診室。エントランスを
入ってすぐ左手に配置していますので、初期症状が問診できます。

待合室を受付カウンター側から見たアングル。患者さまやお子様たちの
様子が、常に見渡せるように配慮しています。

充分にプライバシーが保たれた助産師外来。産前産後のオッパイの悩みを
専門スタッフが親身になって相談にのってくださいます。



第一診察室。平川先生は医師の立場から、患者様が心理的に安心して
診察を受けられるよう、優しいベージュ系のカラーでまとめられました。

妊婦健診や子宮頚がん検診など、様々な内診に対応できる最新の
医療機器がそろっています。

おなかの赤ちゃんの元気度を確認するるNSTモニター室。胎児の心
拍数をモニタリングする部屋です。リクライニングチェアで快適に。

入院中の産前産後の患者様がくつろげる２階のデイルーム。南からの日差し
が暖かく降り注ぐ明るい空間です。知らない患者様同士が知り合う空間で
もあります。



ベビーとおじいちゃんや、おばあちゃんが初対面する新生児室。中には、くまがい産婦
人科で生まれた子供たちの赤ちゃんの、ここでの初対面が実現するかも！

入院室の全室にシャワールームとトイレが設えられています。
気兼ねなくホテル感覚で、入院生活を満喫することができます。

入院室はすべて個室であり、全部で１６室。壁面のクロスを
貼り分けてファブリックな素材でモダンに仕上げています。

入院室は、和室３室。和洋全室に作り付けのクローゼットが設らえ
られ、まるで自分の家の自分だけの部屋ににいるような感覚です。



（一面より続く）

県内唯一、今後も定住者人口が増え続けると予測されている、大在・坂ノ市地域で、 年間約
500人以上の新生児を出産する妊産婦の方々は『くまがい産婦人科』が分娩機能を閉鎖して以
降、車や公共機関を乗り継ぎ大野川を越え、中心部の分娩施設へ通わざ るを得ない状況にお
かれていた。

帝王切開や急なお産などでは、特に居住地域に安心して受診ができる産婦人科の専門医師
が居てくれることは、妊産婦や女性特有の疾患を持つ方々にとっても心強い存在であると思う。

現状把握のため、大在・坂ノ市地域の妊産婦の方々にヒヤリングを行って頂いたところ、『産婦
人科医師が来てくれるのであれば、署名活動を行っても良い』と言 う意見も多かったと言う。

産婦人科クリニックは、当社としても２００５年、杵築市に「くりやまレディースク リニック」２００８年、
県南佐伯市に「すがのウィメンズクリニック」そして２０１８ 年には、大分市内下郡に「いしい産婦人
科醫院」を誘致し、そして今回「ひらかわ産婦人科医院」のお手伝いをすることができた。それぞ
れの地域の妊産婦の方々に大変喜んで頂いている。
それぞれの院長とは、今でもお話をす る機会があるが、周産期医療は２４時間が日直当直の
日々過酷なルーティンワー クであり、したがって今回、平川東望子医師に巡り会えた偶然は、当
社にとっ ても人生をかけた必然でもあると思ってい る。

２０２０年１１月２４日（火）に開業され、これからはどうか地域の皆様のために、全貌を一新した
『ひらかわ産婦人科医院』をこれからもどうか、皆様に存分に利用して頂きたいと、ひたすら願って
いる次第なのです。


